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（１）第114号 三 刀 屋 高 校 だ よ り 2017年（平成29年）3月2日(木)

つながろう三高!! 卒業しても総合学科11期141名

学
習
雑
誌
の
草
分
け
と
も
言
え
る
小
学
館
の
『
小
學
六

年
生
』
『
小
學
五
年
生
』
の
創
刊
が
１
９
２
２
年
（
大
正

11
年
）
、
旧
制
三
刀
屋
中
学
校
が
開
校
す
る
２
年
前
の
こ

と
だ
。
２
カ
年
の
高
等
小
学
校
を
経
て
入
学
し
た
１
期
生

も
目
に
し
た
か
も
し
れ
な
い
。
百
年
近
く
が
経
っ
て
ラ
イ

平
成
29
年
３
月
の

卒
業
式
当
日
の
あ
な
た
へ

皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
こ
こ
三
刀
屋
高

校
で
の
３
年
間
の
高
校
生
活
は
ど
の
よ

う
な
も
の
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
ア
ン

ジ
ェ
ラ
・
ア
キ
さ
ん
は
『
手
紙
〜
拝
啓

十
五
の
君
へ
』
と
い
う
歌
の
中
で
「
人

生
の
す
べ
て
に
意
味
が
あ
る
か
ら
、
恐

れ
ず
に
あ
な
た
の
夢
を
育
て
て
」
と
歌
っ

て
い
ま
す
。
３
年
前
に
本
校
に
入
学
し
、

今
ま
さ
に
今
日
が
最
後
の
一
日
と
な
っ

た
高
校
生
活
は
、
皆
さ
ん
に
と
っ
て
ど

ん
な
意
味
が
あ
り
、
皆
さ
ん
は
こ
の
３

年
間
ど
ん
な
夢
を
育
て
て
き
ま
し
た
か
。

あ
な
た
の
「
雲
南
夢
発
見
伝
」
聞
か
せ

て
く
だ
さ
い
。

（
差
出
人
／
３
年
前
の
編
集
長
）

覚
え
て
い
ま
す
か
？

平
成
26
年
４
月
９
日
、

入
学
式
当
日
発
行
の
「
蒼
雲
」

に
掲
載
し
た
３
年
後
の
あ
な
た

へ
の
手
紙
で
す

※平成28年度の全校生徒の出身中学は23校でした！

如己愛人

つながろう三高
つながろう雲南

紙面を刷新した「蒼雲」第83号1面

（平成26年4月9日発行）

『
小
学

年
生

』
と
雲
南
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

バ
ル
誌
や
新
メ
デ
ィ
ア
が
続
々
登
場
し
、
さ

ら
に
は
少
子
化
を
背
景
に
学
年
別
学
習
雑
誌

は
次
々
と
休
刊
。
昨
年
末
の
最
後
の
『
二
年

生
』
発
行
に
よ
り
、
残
る
は
『
一
年
生
』
の

み
と
な
っ
た
。
小
学
館
の
看
板
雑
誌
が
風
前

の
灯
と
な
っ
た
▼
と
こ
ろ
が
先
月
、
『
小
学

８
年
生
』
が
発
売
さ
れ
た
と
聞
い
て
驚
い
た
。

デ
ジ
タ
ル
の
「
８
」
は
数
字
の
１
〜
６
も
す

べ
て
表
現
で
き
、
「
何
年
生
で
も
大
歓
迎
」

と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
の
編
集
発
行
ら
し
い
。

全
て
の
休
刊
も
選
択
肢
に
あ
っ
た
か
も
し
れ

な
い
が
、
あ
え
て
『
小
学
８
年
生
』
で
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
た
小
学
館
の
心
意
気
を
感
じ
た
。

現
在
は
多
種
多
様
な
書
籍
を
発
行
し
、
小
学

生
向
け
学
習
雑
誌
に
大
き
く
依
存
す
る
収
益

体
質
で
は
な
い
だ
ろ
う
が
、
本
家
と
し
て
の

社
会
的
使
命
感
・
責
任
感
が
驚
き
の
「
小
学

８
年
生
」
を
生
ん
だ
と
言
え
よ
う
▼
出
版
業

界
に
限
ら
ず
、
環
境
変
化
や
ニ
ー
ズ
の
多
様

化
に
応
え
る
姿
勢
な
く
し
て
生
き
残
り
は
難

し
い
。
嘆
く
よ
り
、
何
と
か
し
よ
う
と
す
る

姿
勢
と
行
動
が
肝
要
だ
。
チ
ェ
ン
ジ
を
説
い

た
オ
バ
マ
前
大
統
領
は
最
後
の
ス
ピ
ー
チ
で
、

「
普
通
の
人
た
ち
が
深
く
関
わ
り
、
一
致
し

て
要
求
す
る
こ
と
で
物
事
は
チ
ェ
ン
ジ
す
る

こ
と
を
学
ん
だ
」
と
語
っ
た
。
慣
れ
親
し
ん

だ
こ
と
か
ら
の
チ
ェ
ン
ジ
に
は
タ
フ
ネ
ス
さ

が
求
め
ら
れ
る
が
、
こ
こ
雲
南
の
「
子
ど
も

×

若
者×

大
人
」
が
つ
な
が
る
チ
ャ
レ
ン
ジ

は
、
オ
バ
マ
氏
の
ス
ピ
ー
チ
の
よ
う
に
「
普

通
の
人
た
ち
」
が
つ
な
が
っ
て
地
域
の
力
と

な
っ
て
い
る
。
設
立
か
ら
10
年
が
経
っ
た
地

域
自
主
組
織
も
そ
の
足
腰
を
鍛
え
、
今
や
雲

南
の
住
民
自
治
は
、
ト
ラ
ン
プ
氏
に
も
視
察

し
て
も
ら
い
た
い
「
民
主
主
義
の
学
校
」
の

お
手
本
だ
。
オ
バ
マ
氏
が
遺
そ
う
と
し
た
チ
ェ

ン
ジ
、
つ
な
が
る
雲
南
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
一

層
注
目
だ
。

（
編
集
長
記
）



高校
第69回

平成28年度 進路決定者数 2月17日現在 (人)

就 職 進 学

民間
公務

員
合計

大学 短大 専門学校
その

他
合計

国公立 私立 公立 私立 医療 他

10 4 14 12 28 11 9 10 23 3 110

１組（25名）周藤 友子（家庭）

２組（25名）馬庭寿美代（地歴）

３組（30名）油布 光将（数学）

４組（32名）森脇 崇（理科）

５組（29名）石橋 一美（数学）

贈
る
言
葉
に
代
え
て

―

25
名
が
３
箇
年
皆
勤
者
表
彰

―

本
日
の
卒
業
式
に
先
立
ち
、
昨

日
の
午
後
に
は
同
窓
会
入
会
式
が

執
り
行
わ
れ
、
１
４
１
名
が
新
た

に
「
雲
南
会
」
の
仲
間
入
り
を
果

た
し
た
。
昭
和
４
年
３
月
11
日
に

最
初
の
卒
業
生
を
送
り
出
し
て
以

来
、
会
員
延
数
は
１
万
６
千
名
を

超
え
る
。

入
会
式
で
は
松
原
俊
博
副
会
長

の
祝
辞
に
続
き
、
卒
業
生
代
表
が

記
念
品
を
受
領
し
謝
辞
を
述
べ
た
。

生
徒
会
記
念
品
授
与

皆
勤
者
表
彰
も

ま
た
、
同
窓
会
入
会
式
を
前
に
、

生
徒
会
か
ら
も
記
念
品
（
印
鑑
）

が
贈
ら
れ
た
ほ
か
、
左
記
の
各
種

表
彰
が
行
わ
れ
た
。

３
年
次
１
ヶ
年
の
出
席
率
が

９
９
．
１
％
。
こ
の
高
い
出
席

率
が
充
実
し
た
高
校
生
活
を
支

え
ま
し
た
。
１
ヶ
年
皆
勤
者
が

３
年
生
の
半
数
近
い
66
名
、
内

３
ヶ
年
皆
勤
者
が
25
名
を
数
え
、

昨
日
の
同
窓
会
入
会
式
を
前
に

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
他
の
主
な

表
彰
分
は
以
下
の
と
お
り
。

各
種
表
彰

卒業前の特別講座

①租税教室（大東税務署）

②年金セミナー（日本年金機構）

③消費者講座（島根県消費者センター）

④人権・同和教育講演会

講師：三浦成人氏

（「源氏蛍の会」代表）

※島根県就職内定者合同研修事業

雲南就職内定者セミナー（2/15、16）

２月の出校日に開催

そ
う
で
な
い
人
は
、
か
な
り
苦
労

し
て
、
絞
り
出
す
よ
う
に
書
い
て

い
た
も
の
で
し
た
。

実
際
に
「
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
」
を

作
成
す
る
と
き
、
「
進
路
を
き
ち

ん
と
考
え
よ
う
！
」
と
い
う
の
も

も
ち
ろ
ん
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
だ

け
が
ね
ら
い
で
は
な
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
「
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
」
を

想
定
す
る
た
め
の
方
法
論
は
、
も
っ

と
近
い
未
来
の
た
め
に
で
も
使
え

る
も
の
で
す
。
例
え
ば
、
一
年
後

の
、
一
ヶ
月
後
の
自
分
を
想
定
し

て
、
そ
こ
に
た
ど
り
着
く
の
に
ど

う
す
る
か
を
考
え
る
習
慣
を
つ
け

れ
ば
、
そ
の
取
り
組
み
自
体
が

「
計
画
を
立
て
て
実
行
す
る
」
こ

と
に
つ
な
が
る
わ
け
で
す
。
そ
の

積
み
重
ね
の
上
に
３
年
後
、
10
年

後
が
あ
る
と
い
え
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
方
法
論
は
、
「
自

分
個
人
が
将
来
ど
う
す
る
か
」
の

た
め
だ
け
で
は
な
く
、
な
に
が
し

か
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
も

役
立
つ
と
考
え
ま
す
。
例
え
ば
将

来
属
す
る
で
あ
ろ
う
上
級
学
校
で

の
研
究
や
、
自
分
が
関
係
す
る
部

署
で
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
現
場
で
、
「
未

来
を
想
定
し
て
ど
う
取
り
組
む
か
」

を
考
え
て
い
く
こ
と
は
多
々
生
じ

ま
す
。
そ
の
と
き
に
、
「
そ
う
い

え
ば
高
校
の
時
こ
ん
な
こ
と
を
や
っ

た
な
」
程
度
の
記
憶
で
も
、
あ
る

と
な
い
と
で
は
大
き
な
違
い
で
す
。

本
校
で
行
う
キ
ャ
リ
ア
教
育
と
い

う
の
は
、
高
校
卒
業
後
、
社
会
で

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
考
え
表
現
し

て
い
く
た
め
の
方
法
を
学
ぶ
授
業

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

３
年
間
学
年
主
任
と
し
て
こ
の

会
報
に
寄
稿
し
ま
し
た
が
、
結
局

一
番
印
象
に
残
っ
た
の
は
三
刀
屋

高
校
で
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
で
す
。

普
通
に
取
り
組
め
ば
、
社
会
で
役

立
つ
内
容
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

卒
業
し
た
後
に
「
産
社
フ
ァ
イ
ル
」

や
「
総
学
フ
ァ
イ
ル
」
が
役
に
立
っ

た
と
思
っ
て
く
れ
た
ら
幸
い
で
す
。

（
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
報
よ
り
転
載
）

昨
日
は
同
窓
会
〈
雲
南
会
〉
入
会
式
も

国公立大学一般入試の合格発表はこれからです。

本
校
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
お
け

る
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
と
言
え
ば

「
地
域
産
業
研
究
実
習
（
課
題
研

究
＋
職
場
体
験
）
」
と
「
研
修
旅

行
（
課
題
研
究
）
」
で
す
が
、
こ

の
他
に
も
い
く
つ
か
の
取
り
組
み

を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
に

「
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
作
成
」
と
い
う

の
が
あ
り
ま
す
。
１
年
生
の
３
学

期
に
、
「
10
年
後
に
○
○
に
な
っ

て
い
る
自
分
」
を
想
定
し
、
そ
う

な
っ
て
い
る
た
め
に
は
今
か
ら
ど

ん
な
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
く
べ

き
か
を
考
え
、
レ
ポ
ー
ト
に
ま
と

め
る
も
の
で
す
。
な
り
た
い
も
の

が
は
っ
き
り
し
て
い
る
人
は
す
ん

な
り
と
書
き
始
め
ら
れ
ま
す
が
、

2017年（平成29年）3月2日(木) 三 刀 屋 高 校 だ よ り 第114号（２）

「
雑
感
３
」

３
年
学
年
主
任

石
橋

一
美

充実の三高生活を支えた高い出席率

▼
総
合
学
科
優
秀
者
表
彰

岡
田

莉
子

▼
高
体
連
表
彰

青
木
真
衣
子

〔
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
〕

▼
高
野
連
表
彰

田
中

雄
真

〔

野
球

〕

▼
吹
奏
楽
連
盟
表
彰

小
野
朱
里
奈

〔
吹
奏
楽
〕

▼
３
ヶ
年
皆
勤
賞

25
名

▼
１
ヶ
年
皆
勤
賞

41
名

校

歌

作
詞
／
土
岐

善
麿

作
曲
／
石
井

歓

波
清
く
三
刀
屋
川
流
る
る
と
こ
ろ

雲
ひ
ろ
し
山
ま
た
山

か
が
や
く
み
ど
り
よ

歴
史
を
か
え
り
み
新
た
に
い
ま

お
の
お
の
選
び
進
み
ゆ
く
と
き

正
し
き
道
に
希
望
あ
り

わ
れ
ら
の
三
高
こ
こ
に
あ
り
と

ひ
と
し
く
と
も
に
誇
る
べ
し

谷
深
く
青
春
の
よ
ろ
こ
び
い
だ
き

意
気
高
し
は
げ
ま
し
あ
い

求
む
る
真
理
よ

さ
く
ら
の
花
か
げ
稲
田
の
前

こ
の
友
情
の
か
わ
る
こ
と
な
く

社
会
に
立
た
ん
健
や
か
に

わ
れ
ら
の
三
高
こ
こ
に
あ
り
と

ひ
と
し
く
と
も
に
誇
る
べ
し

（
昭
和
34
年
10
月
２
日
制
定
）

卒
業
証
書
授
与
式

一
、
互
礼

一
、
開
式
の
辞

一
、
国
歌
斉
唱

一
、
卒
業
証
書
授
与

一
、
校
長
式
辞

一
、
来
賓
祝
辞

一
、
来
賓
紹
介
、
祝
詞

・
祝
電
披
露

一
、
在
校
生
代
表
送
辞

一
、
卒
業
生
代
表
答
辞

一
、
校
歌
斉
唱

一
、
閉
式
の
辞

一
、
互
礼

卒業生代表答辞と校長式辞は次号に掲載予定

受
験
を
残
し
て
い

る
皆
さ
ん
に
も
、

も
う
少
し
で
サ
ク

ラ
咲
く
季
節
の
到

来
で
す
！

▼
お
断
り

今
号
の
原
稿
締
め
切
り
を
２
月
17
日

と
し
た
た
め
、
昨
日
の
同
窓
会
入
会
式

等
の
記
事
は
、
あ
く
ま
で
予
定
の
動
き

で
す
。
実
際
に
は
内
容
に
変
更
の
可
能

性
が
あ
っ
た
こ
と
を
ご
了
承
下
さ
い
。

※３年担任の贈る言葉が生徒会誌

「雲南」に掲載してあります。



三高での3ヶ年(2014.4.9～2017.3.2) 担任

（
２
０
１
４
年
度
）

平
成
26
年
度

校長：恩田佳雄 教頭：新宮成浩
入学式・対面式
フレッシュマンセミナー
第52回島根県高校総体男女総合Aグループ20位

三高祭「Golden memories 愉快活発
～ 胸にきざめ 90年目の轍 ～

創立90周年記念式典(10月4日)
事業所インターンシップ
アカデミックインターンシップⅠ（初の広大訪問）

主任 石橋
1組 油布
2組 日比野
3組 周藤友
4組 森脇聡
5組 石橋

（
２
０
１
５
年
度
）

平
成
27
年
度

校長：恩田佳雄 教頭：新宮成浩
遠足：蒜山高原センター
第53回島根県高校総体男女総合Aグループ24位
三高祭「Our story now begins」

～駆け抜けろ！主人公は君だ～
東京研修3泊4日
アカデミックインターンシップⅡ(各大学訪問)
後期生徒会長：景山美鈴
アカデミックインターンシップⅢ(島大訪問)

主任 石橋
1組 今田
2組 油布
3組 周藤友
4組 森脇崇
5組 石橋

（
２
０
１
６
年
度
）

平
成
28
年
度

校長：恩田佳雄 教頭：高橋尚彦
前期生徒会長：小林昂貴
遠足：広島平和公園
第54回島根県高校総体男女総合Aグループ21位
全国高校総体ボート競技(7/28～8/1)
三高祭「輝(ひかれ)」

ひかれ

～それぞれの勝利を掴むために～
総合学科全国大会(10/27～28)
昨日、同窓会入会式
本日、卒業証書授与式

主任 石橋
1組 周藤友
2組 馬庭
3組 油布
4組 森脇崇
5組 石橋

【1998(平成10)年度】
通年 NHK大河ドラマ『徳川慶喜』

携帯電話の急速な普及により、ポケベル利用者数は

全盛期の2年前に比して50％以上減少

流行 映画「タイタニック」 「夜空ノムコウ」

5月 X JAPANのギタリストhideが永眠

6月 サッカーＷ杯仏大会に日本が初出場

大相撲・貴乃花と若乃花、史上初の兄弟横綱が誕生

7月 和歌山毒物カレー事件 橋本内閣から小渕内閣へ

寝台特急サンライズ出雲・瀬戸が運行開始

8月 Windows 98 日本語版発売開始

松坂大輔夏の甲子園決勝戦でノーヒットノーラン

北朝鮮がテポドン発射、三陸沖に着弾

10月 横浜ベイスターズ日本シリーズ38年ぶり優勝

金大中韓国大統領が来日、日韓共同宣言を採択

12月 特定非営利活動促進法(NPO法)施行

レコード大賞はglobeの「Wanna Be A Dreammaker」

同 新人賞はモーニング娘

1月 電子決済用通貨としてユーロ導入

(現金ユーロは3年後)

平成17年度 小学校入学 郵政民営化法案可決

18年度 ２年 教育基本法改正

19年度 ３年 石見銀山遺跡の世界遺産登録

20年度 ４年 加茂岩倉遺跡の銅鐸国宝に

米国ﾘｰﾏﾝ･ﾌﾞﾗｻﾞｰｽﾞ破綻 北京五輪

21年度 ５年 新型ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ流行

22年度 ６年 高校無償化法 東日本大震災

23年度 中学校入学 FIFA女子ｻｯｶｰﾜｰﾙﾄﾞｶｯﾌﾟ日本初優勝

24年度 ２年 スカイツリー開業 ロンドン五輪

三刀屋高校がキャリア教育優良学校

として「文部科学大臣表彰」

25年度 ３年 2020年夏季五輪の開催地に東京決定

保護者の皆様にとっ

ては子育ての18年間。

一つの区切りとして、

お子様のご卒業おめで

とうございます。

あの日から３年

平成26年4月9日（水）入学式当日の初々しい姿
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しまね学生登録は、島根県内の就職をサポートします！

http://advance.teiju.or.jp

上級学校に進学する皆さんに、「しまね学生登録」をお願いします

総
合
学
科
11
期
生
に
は
、

生
徒
会
活
動
や
課
外
活
動
で

二
刀
流
、
三
刀
流
？
の
ア
ク

テ
ィ
ブ
な
活
動
で
輝
く
生
徒

が
数
多
く
い
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
（
少
林
寺

拳
法
）
と
全
国
高
等
学
校
総

合
文
化
祭
（
美
術
・
工
芸
部

門
）
の
両
全
国
大
会
に
出
場

し
た
の
が
門
脇
宥
紀
菜
さ
ん

で
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
例

は
か
つ
て
聞
い
た
こ
と
が
な

く
、
新
聞
で
も
紹
介
さ
れ
る

快
挙
で
し
た
。

美
術
部
に
所
属
し
て
漫
画

甲
子
園
に
も
出
場
し
た
高
野

寛
子
さ
ん
は
華
道
部
で
も
活

動
し
た
ほ
か
、
親
子
で
市
民

演
劇
の
舞
台
に
も
立
ち
ま
し

た
。文

化
部
の
鉄
人
こ
と
上
田

千
浩
さ
ん
は
美
術
・
茶
道
・

華
道
の
３
部
を
兼
部
し
、
そ

れ
ぞ
れ
で
熱
心
な
活
動
を
み

せ
て
く
れ
ま
し
た
。

吹
奏
楽
部
の
妹
尾
有
真
さ

ん
は
書
道
部
員
で
も
あ
り
、

２
年
次
の
全
国
高
等
学
校
総

合
文
化
祭
に
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
よ
さ
こ
い
チ
ー

ム
「
輪
音
天
咲
（
り
ん
ね
て

ん
し
ょ
う
）
」
で
活
動
す
る

の
も
、
本
校
で
は
３
年
生
が

中
心
で
し
た
。
そ
の
ア
ク
テ
ィ

ブ
な
姿
が
、
下
級
生
の
範
と

な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

二
股
で
は
な
く
充
実
の
二
刀
流
・
三
刀
流
！

誕生の頃

日
本
ハ
ム
の
大
谷
選
手
に
学
ん
だ
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が



▼
顧
問

長
岡

将
司
（
監
督
）

中
曽

拓
人

▼
出
場
選
手

深
田

紗
生
（
１
年
）

深
田

彩
華
（
１
年
）

定
本
あ
ゆ
み
（
１
年
）

難
波

紫

（
２
年
）

塚
本

有
香
（
２
年
）

妹
尾
ほ
た
る
（
２
年
）

野
津

日
和
（
２
年
）

山
本

早
季
（
２
年
）

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

女子

健闘を祈ります！

３月18日(土)～21日(火)兵庫県加古川市

女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
は
、
10
月
末
の
島
根
県
高
校

新
人
戦
で
は
４
試
合
中
、
決
勝
戦
を
含
む
３
試
合
を
５

回
コ
ー
ル
ド
で
圧
勝
し
、
８
年
連
続
14
回
目
の
全
国
選

抜
大
会
出
場
を
決
め
た
。

近
年
の
全
国
大
会
で
は
、
常
に
全
国
優
勝
経
験
の
あ

る
強
豪
校
と
の
対
戦
が
続
い
た
が
、
昨
年
夏
の
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
で
は
久
し
ぶ
り
に
全
国
一
勝
を
あ
げ
て
お
り
、
そ

の
勢
い
も
大
切
に
し
て
、
ま
ず
は
初
戦
突
破
を
狙
う
。

▼
顧
問

験
馬

敦
史
（
監
督
）

高
尾

祥
平

▼
出
場
選
手

奥
井

祐
介
（
１
年
）

山
根

遥
己
（
１
年
）

板
垣

俊
平
（
１
年
）

長
谷
川

丞
（
２
年
）

落
合

雄
大
（
２
年
）

陶
山

凌
雅
（
２
年
）

永
瀬

開
斗
（
２
年
）

飯
塚

成
希
（
２
年
）

藤
原

一
樹
（
２
年
）

松
村

涼
大
（
２
年
）

細
木

悠
作
（
２
年
）

渡
部

沙
彩
（
２
年
）
ﾏﾈ

2年連続16回目

初戦は18日 対自由ヶ丘(福岡)

初戦は19日 対〔埼玉栄と山形学院の勝者〕

男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
も
、
秋
の
島
根
県
高
校
新

人
戦
で
安
来
高
に
５
回
コ
ー
ル
ド
勝
ち
を
お
さ
め
、

２
年
連
続
の
全
国
選
抜
大
会
出
場
を
決
め
た
。

昨
年
の
県
高
校
総
体
を
制
し
な
が
ら
も
、
山
口
県

の
徳
山
高
校
と
の
代
表
決
定
戦
で
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出

場
を
逃
し
た
分
、
今
大
会
で
は
昨
年
の
ベ
ス
ト
16
以

上
の
成
績
を
め
ざ
し
て
頑
張
っ
て
い
る
。

３月18日(土)～22日(火)福岡県北九州市
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ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

２
年
生
ペ
ア

が
ベ
ス
ト
８

菅
田
中
林

県
高
校
イ
ン
ド
ア
選
手
権

（
12
／
24
、
鹿
島
総
合
体
育
館
）

年
末
に
松
江
市
の
鹿
島
総
合
体

育
館
で
行
わ
れ
た
個
人
戦
の
標
記

大
会
で
、
菅
田
野
衣
さ
ん
・
中
林

楓
香
さ
ん
の
２
年
生
ペ
ア
が
２
勝

し
て
殊
勲
の
ベ
ス
ト
エ
イ
ト
入
り

を
果
た
し
た
。

体
育
館
を
会
場
と
す
る
今
大
会

は
、
10
月
の
県
新
人
戦
で
ベ
ス
ト

32
入
り
し
た
ペ
ア
が
出
場
権
を
獲

得
し
、
本
校
か
ら
は
若
槻
真
依
さ

ん
・
土
谷
美
蘭
さ
ん
の
１
年
生
ペ

ア
も
出
場
を
果
た
し
た
。
競
技
人

口
の
多
い
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
で
イ
ン

ド
ア
選
手
権
へ
の
出
場
自
体
も
数

年
ぶ
り
の
事
だ
が
、
２
ペ
ア
が
出

場
し
た
の
は
快
挙
と
言
え
る
。

【
女
子
個
人
】

▽
１
回
戦

若
槻
・
土
谷
０

‐
④
浜
田
高
ペ
ア

菅
田
・
中
林
④

‐
０
松
江
西
高
ペ
ア

▽
２
回
戦

菅
田
・
中
林
④

‐
３
松
江
南
高
ペ
ア

▽
準
々
決
勝

菅
田
・
中
林
１

‐
④
石
見
智
翠
館
ペ
ア

※
ベ
ス
ト
８

２
月
の
島
根
県
イ
ン
ド
ア

テ
ニ
ス
選
手
権
大
会
へ
の

出
場
権
獲
得
。

女子

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

島
根
県
高
校
新
人
戦

1/13

男
女
と
も
に
初
戦
突
破

女
子
は
選
手
５
名
で
初
戦
大
勝

２
試
合
目
に
臨
む
の
は
厳
し
か
っ

た
。
今
春
入
学
生
の
入
部
が
待
ち

望
ま
れ
る
。

【
男
子
】
（
出
雲
高
校
）

▽
１
回
戦

三
刀
屋
89
‐
47
隠
岐

柔

道

高
校
選
手
権
島
根
県
予
選

（
12
／
17
〜
18
、
県
立
石
見
武
道
館
）

【
男
子
団
体
】

▽
準
々
決
勝

三
刀
屋×

‐
○
平
田

（
５
人
残
し
）

今
大
会
の
団
体
戦
は
、
負
け
る

か
引
き
分
け
る
ま
で
同
一
選
手
が

対
戦
相
手
を
か
え
な
が
ら
勝
ち
続

け
る
ル
ー
ル
。
４
名
で
の
ぞ
ん
だ

本
校
は
、
大
会
準
優
勝
の
強
豪
相

手
に
初
戦
突
破
は
な
ら
な
か
っ
た
。

高
体
連
が
主
催
す
る
体
育
館
で
の

イ
ン
ド
ア
大
会
は
今
大
会
の
み
。

女
子
は
新
チ
ー
ム
に
な
っ
て
常

に
大
会
初
戦
を
突
破
し
、
す
で
に

公
式
戦
３
勝
を
あ
げ
る
が
、
プ
レ
ー

ヤ
ー
は
何
と
５
名
し
か
い
な
い
。

今
大
会
で
も
初
戦
は
大
勝
し
た
も

の
の
、
同
日
に
交
代
要
員
な
し
で

8年連続14回目

▽
２
回
戦

三
刀
屋
37
‐
67
出
雲

【
女
子
】
（
カ
ミ
ア
リ
ー
ナ
）

▽
１
回
戦

三
刀
屋
110
‐
22
邇
摩

▽
２
回
戦

三
刀
屋
26
‐
94
松
江
商
業

男子 県
イ
ン
ド
ア
選
手
権
（
一
般
の
部
）

（
２
／
５
、
鹿
島
総
合
体
育
館
）

上
記
大
会
の
ベ
ス
ト
８
以
上
の

高
校
生
も
参
加
し
た
標
記
大
会
に

菅
田
・
中
林
ペ
ア
が
出
場
。
社
会

人
の
壁
は
厚
く
予
選
リ
ー
グ
敗
退

と
は
な
っ
た
が
、
良
い
経
験
と
な
っ

た
。
春
の
大
会
が
楽
し
み
だ
。

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

（
１
／
13
、
鹿
島
総
合
体
育
館
）

島
根
県
高
校
新
人
大
会

２
勝
す
る
も
エ
イ
ト
な
ら
ず

【
女
子
】

▽
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
ａ
グ
ル
ー
プ

三
刀
屋
②
‐
１
出
雲
農
林

25
‐
20

22
‐
25

25
‐
13

三
刀
屋
②
‐
０
出
雲
商
業

25
‐
18

25
‐
13

三
刀
屋
０
‐
②
安
来

７
‐
25

11
‐
25

サ
ッ
カ
ー

県
高
校
新
人
大
会

（
２
／
４
、
出
雲
市
）

三
刀
屋
・
大
東
合
同

０
‐
⑬
出
雲
商
業



（５）第114号 三 刀 屋 高 校 だ よ り 2017年（平成29年）3月2日(木)

放
送

総
文
祭
放
送
部
門
島
根
県
大
会

来
年
度
の
全
国
高
等
学
校
総
合

文
化
祭
宮
城
大
会
に
つ
な
が
る
標

記
県
大
会
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
部
門
に

出
場
し
た
高
見
ひ
の
め
さ
ん
（
２

年
）
が
５
位
と
健
闘
し
た
。
残
念

な
が
ら
夏
の
全
国
大
会
に
駒
を
進

め
る
こ
と
は
な
ら
な
か
っ
た
が
、

１
月
末
に
は
各
県
大
会
の
上
位
10

名
に
よ
る
中
国
大
会
に
出
場
し
た
。

中
国
大
会
で
は
、
県
大
会
の
原

稿
（
本
紙
１
１
３
号
８
面
に
掲
載
）

を
若
干
変
更
し
て
予
選
を
通
過
し
、

決
勝
で
は
今
大
会
に
出
品
さ
れ
た

他
校
の
ビ
デ
オ
番
組
等
に
つ
い
て

取
材
し
た
原
稿
を
新
た
に
書
き
上

げ
、
ア
ナ
ウ
ン
ス
部
門
で
10
位
の

好
成
績
を
あ
げ
た
。
上
位
大
会
に

は
つ
な
が
ら
な
い
が
、
大
き
な
自

信
と
な
っ
た
。

第
２
回
中
国
高
校
放
送
コ
ン
テ
ス
ト

（
12
／
17
、
い
わ
み
ー
る
）

（
１
／
28
〜
29
、
広
島
市
青
少
年
セ
ン
タ
ー
）

高
見
さ
ん
が
中
国
大
会
10
位

パ
ソ
コ
ン
同
好
会

周
藤
さ
ん
（
２
年
）
今
年
も
予
選
通
過

▼
ス
モ
ウ
ル
ビ
ー
と
は
、
島
根
県
松
江
市
を
中
心
に
活
動

す
る

「R
u
b
y

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
少
年
団
」

に
よ
っ
て
開

発
さ
れ
て
い
る
オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
で
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
経
験
の
無
い
小
中
学
生
で
も
、
簡
単
な

操
作
でR

u
b
y

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
り
を
体
験
し
、
学
習
で
き

る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
日
々
開
発
が
続
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
▼
ス
モ
ウ
ル
ビ
ー
甲
子
園
は
、
15
マ
ス

×

15
マ
ス
の
マ
ッ
プ
上
で
２
つ
の
プ
レ
イ
ヤ
キ
ャ
ラ
ク
タ

が
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
な
が
ら
得
点
を
競
い
対
戦
し
ま
す
。

プ
レ
イ
ヤ
キ
ャ
ラ
ク
タ
は
あ
ら
か
じ
め
条
件
分
岐
を
記
述

し
た
Ａ
Ｉ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
動
き
ま
す
。
加
点
ア
イ
テ

ム
を
取
る
、
減
点
ア
イ
テ
ム
を
取
ら
な
い
、
減
点
ア
イ
テ

ム
を
仕
掛
け
る
、
高
得
点
ア
イ
テ
ム
の
み
を
狙
う
、
早
く

ゴ
ー
ル
す
る
な
ど
様
々
な
戦
略
が
立
て
ら
れ
ま
す
。

高
校
生
（
高
専
含
む
）
ま
で
を
対
象
と
す
る
上
記

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
大
会
の
予
選
に
は
全
国
か
ら
１
４

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
は
３
月
25
日
（
土
）
く
に
び
き
メ
ッ
セ
で

上は予選で使用されたマップ。決勝
で使用するマップは当日まで非公開。

９位

９
組
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
、
高
専
勢
も
多
数
出
場

す
る
中
で
、
本
校
パ
ソ
コ
ン
同
好
会
の
周
藤
匠

さ
ん
（
２
年
）
が
予
選
を
９
位
で
通
過
し
、
昨

年
に
続
い
て
決
勝
大
会
出
場
権
を
獲
得
し
た
。

３
月
25
日
（
土
）
に
松
江
市
の
く
に
び
き
メ
ッ

セ
国
際
会
議
場
で
行
わ
れ
る
決
勝
大
会
に
は
予

選
上
位
12
組
が
出
場
し
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
優

勝
を
目
指
す
。

出
品
に
あ
た
っ
て
は
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
技
術

向
上
の
た
め
に
、
昨
年
夏
よ
り
出
雲
コ
ア
カ
レ
ッ

ジ
の
坂
根
先
生
の
ご
指
導
を
受
け
た
ほ
か
、
主

催
関
係
機
関
に
よ
る
出
前
講
座
を
受
講
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
。
周
藤
さ
ん
は
昨
年
の
ベ
ス
ト
４

以
上
の
成
績
が
残
せ
る
か
期
待
さ
れ
る
。

〈
ア
ナ
ウ
ン
ス
部
門
〉

第
44
回
島
根
県
高
校
写
真
展

写

真

三高生の作品に見入る来場者

〈
２
／
８
〜
14
、
県
立
美
術
館
〉

春
と
秋
の
年
２
回
の
高
文
連
写

真
コ
ン
ク
ー
ル
で
特
選
と
な
っ
た

作
品
か
ら
約
２
６
０
点
が
出
品
さ

れ
た
県
高
校
写
真
展
に
、
本
校
か

ら
は
１
、
２
年
生
の
６
点
を
出
品
。

２
年
連
続
の
全
国
大
会
出
品
推
薦

（
１
、
２
年
生
の
５
点
）
獲
得
は

筝

曲

新
春
恒
例
の
合
同
演
奏
会

第
15
回
島
根
県
高
文
連
日
本
音
楽
部
門
成
果
発
表
会

（2/5、ビッグハート出雲白のホール）

２
月
５
日
の
日
曜
日
、
Ｊ
Ｒ
出

雲
市
駅
前
の
ビ
ッ
グ
ハ
ー
ト
出
雲

を
会
場
に
、
県
内
５
校
（
松
江
北
・

松
江
南
・
開
星
・
松
徳
学
院
・
三

刀
屋
）
で
活
動
す
る
筝
曲
仲
間
が

一
堂
に
会
し
て
合
同
演
奏
会
を
開

い
た
。
本
校
筝
曲
部
は
「
涙
そ
う

そ
う
」
（B

E
G
I
N

作
曲
）
、
映
画

「
千
と
千
尋
の
神
隠
し
」
の
エ
ン

デ
ィ
ン
グ
曲
「
い
つ
も
何
度
で
も
」

（
木
村
弓
作
曲
）
の
２
曲
を
披
露

し
た
。

ま
た
、
各
校
の
発
表
の
後
に
は

筝
グ
ル
ー
プ
「
櫻
」
と
・
「
カ
ヌ
ー
」

の
皆
さ
ん
に
よ
る
ゲ
ス
ト
演
奏
も

行
わ
れ
た
。

な
ら
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
に
つ
ぐ

奨
励
賞
に
、
松
崎
愛
己
さ
ん
（
１

年
）
の
デ
ジ
タ
ル
カ
ラ
ー
作
品

「
木
漏
れ
日
」
（
春
季
コ
ン
ク
ー

ル
特
選
作
品
）
も
選
出
さ
れ
た
。

12
月
の
西
部
会
場
展
（
益
田
市
）

に
続
く
２
月
の
県
立
美
術
館
で
の

東
部
会
場
展
に
は
大
雪
に
も
か
か

〜
ご
来
場
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
〜

ステージでの発表風景

わ
ら
ず
、
高
校
生
の
ほ
か
一
般
市

民
も
多
数
来
場
し
、
作
品
を
熱
心

に
鑑
賞
し
て
い
た
だ
い
た
。

雲
南
市
が
主
催
す
る
次
世
代
育
成
事
業
「
幸
雲

南
塾
」
６
期
生
の
福
山
順
子
さ
ん
（
東
京
都
在
住
）

が
商
品
化
し
た
の
は
、
体
を
締
め
付
け
な
い
女
性

用
ふ
ん
ど
し
型
の
「
縁
結
び
パ
ン
ツ
」
。
体
に
優

し
く
て
お
洒
落
な
ふ
ん
ど
し
タ
イ
プ
の
パ
ン
ツ
で
、

制
作
は
縫

製
技
術
を

持
つ
雲
南

の
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
に

依
頼
さ
れ

た
。
元
々
、

地
域
の
お

写真部×「縁結びパンツ」がとりもつ縁

ば
あ
ち
ゃ
ん
達
を
笑
顔
に
す
る
狙
い
が
あ
っ

た
と
の
こ
と
。
先
月
11
日
に
は
、
雲
南
市

で
最
終
報
告
会
が
開
催
さ
れ
た
。
企
画
実

現
に
む
け
た
資
金
集
め
の
手
段
は
、
近
年

注
目
さ
れ
る
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
。

目
標
の
３
０
０
％
を
達
成
し
、
そ
の
一
部

は
購
入
者
へ
の
礼
状
の
印
刷
代
に
も
使
用

さ
れ
た
。
礼
状
（
上
の
写
真
）
に
は
、
故

郷
の
風
景
写
真
を
掲
載
し
た
い
と
考
え
て

い
た
福
山
さ
ん
は
、
昨
年
の
本
校
文
化
祭

で
Ｊ
Ｒ
木
次
線
を
特
集
し
た
作
品
を
目
に

し
、
依
頼
を
受
け
た
写
真
部
が
作
品
を
提

供
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。



４
校
合
同
の
総
合
学
科
発
表
会
は
大
雪
で
中
止
に
！

２年「課題研究」発表会
体育館でのポスターセッション

2017年（平成29年）3月2日(木) 三 刀 屋 高 校 だ よ り 第114号（６）

「
課
題
研
究
」
学
年
発
表
会

12月6日の午後２時間、総合学科棟大講義

室において２年生の課題研究学年発表を行っ

た。今回発表したのは，クラス発表で選ばれ

た４名ずつ計16名の生徒で、10月の東京研修

３日目に行った班別自主研修の訪問先で深め

た研究の成果を含めて発表した。16本の研究

主題は以下の通り。 12/6

ク
ラ
ス
代
表
16
名
が

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
堂
々
の
発
表

１

日
本
の
文
化
が
海
外
に
広
ま
る
こ
と
で
、
経
済
的
効
果
は
あ
る
の
か
／
井
谷
な
な
み

２
「
孤
食
」
が
現
代
の
子
ど
も
に
悪
影
響
を
あ
た
え
て
い
る
の
か
／
田
部
沙
織

３

ピ
ー
タ
ー
パ
ン
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
は
防
げ
る
か
？
／
飯
塚
も
も

４

一
村
一
品
運
動
で
商
店
街
は
活
性
化
で
き
る
の
か
／
小
澤
星
斗

５

特
定
保
健
用
食
品
は
必
要
か
／
川
西
詩
乃

６

品
種
改
良
の
利
点
、
危
険
／
難
波
紫

７

地
域
を
有
名
に
す
る
に
は
／
奥
井
ゆ
り

８

キ
ャ
リ
ア
教
育
は
若
者
の
自
立
に
役
立
っ
て
い
る
の
か
／
勝
部
佑
一

９

国
は
「
小
１
プ
ロ
ブ
レ
ム
」
に
つ
い
て
関
心
を
持
っ
て
解
決
し
よ
う
と
努
力
し
て
い
る
か
／
島
奈
瑠
美

10

グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
で
求
め
ら
れ
る
人
材
／
藤
原
楓

11

尊
厳
死
や
安
楽
死
は
家
族
の
判
断
で
決
ま
る
の
か
／
菅
田
野
衣

12

Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
時
の
不
安
解
消
は
で
き
る
か
／
新
田
翔
也

13

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
日
本
以
外
の
国
で
も
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
か
／
藤
原
一
樹

14

私
た
ち
は
さ
と
り
世
代
な
の
か
／
別
所
玲
奈

15

島
根
県
の
学
力
と
他
県
の
違
い
〜
島
根
県
に
は
欲
が
な
い
〜
／
長
妻
諒

16

や
る
気
ス
イ
ッ
チ
は
本
当
に
あ
る
の
か
／
渡
部
沙
彩

◇司会者 飯塚成希

高島玲七

◇マイク係 石飛公基

佐々木サリナ

上
掲
記
事
の
通
り
、
２
年
生
は

「
課
題
研
究
」
の
成
果
を
２
学
期

末
に
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
発
表
し

た
が
、
内
容
に
修
正
を
加
え
た
上

で
、
３
学
期
に
は
模
造
紙
１
枚
の

ポ
ス
タ
ー
に
ま
と
め
て
発
表
会
を

行
う
。
今
年
で
３
回
目
。

今
月
14
日
（
火
）
の
５
限
、
６

限
に
、
各
ク
ラ
ス
代
表
計
39
名
が

作
成
し
た
ポ
ス
タ
ー
を
体
育
館
の

パ
ネ
ル
に
掲
示
し
、
１
・
２
年
生

全
員
が
興
味
あ
る
テ
ー
マ
の
ポ
ス

タ
ー
の
前
で
発
表
者
の
説
明
を
聞

く
こ
と
と
し
て
い
る
。
分
野
が
分

散
す
る
よ
う
に
３
つ
の
グ
ル
ー
プ

に
分
け
、
各
班
は
〔
発
表
５
分
、

質
疑
応
答
３
分
、
移
動
１
分
の
計

９
分
〕
を
３
回
繰
り
返
す
予
定
だ
。

２
年
次
課
題
研
究
の
総
仕
上
げ
に

期
待
し
た
い
。

次回は 3月14日(火)

「
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
」
作
成

２
学
期
に
地
域
産
業
研

究
の
発
表
会
を
終
え
た
１

年
生
は
、
３
学
期
前
半
に

か
け
て
10
年
後
の
目
標
と

す
る
自
分
の
姿
を
描

く

「
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
」
を
作
成
し
た
。

発
表
会
は
持
た
な
い
が
、
ク
ラ
ス

ご
と
に
全
員
の
プ
ラ
ン
を
冊
子
に
ま

と
め
、
互
い
の
夢
に
刺
激
を
受
け
る

機
会
と
な
っ
た
。
紙
面
を
通
じ
て
で

は
あ
る
が
、
互
い
の
夢
を
全
員
が
具

体
的
に
語
り
合
う
、
そ
ん
な
場
面
は

普
通
科
時
代
の
三
高
に
は
な
か
っ
た

こ
と
だ
ろ
う
。
現
在
で
は
地
域
産
業

研
究
を
経
た
１
年
次
３
学
期
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
と
し
て
定
着
し
て
い
る
。

１年

２年

10
年
後
の
自
分
を
描
き
ま
し
た

保
護
者
の
皆
様
も
ご
参
観
く
だ
さ
い

総
合
学
科
を
置
く
島
根
県
内

４
高
校
（
三
刀
屋
・
松
江
農
林
・

邇
摩
・
益
田
翔
陽
）
の
代
表
生

徒
に
よ
る
合
同
発
表
会
が
２
月

10
日
（
金
）
に
本
校
で
予
定
さ

れ
て
い
た
が
、
前
夜
か
ら
の
大

雪
の
た
め
中
止
と
な
っ
た
。

こ
の
た
め
当
日
は
、
本
校
大

講
義
室
で
１
年
生
を
対
象
に
特

別
発
表
会
を
開
催
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
発
表
者
は
、
①
靏
亀

朱
音
さ
ん
（
１
年
）
「
地
域
の

高
齢
者
に
よ
る
小
学
生
の
た
め

の
交
通
指
導
」
、
②
新
田
翔
也

さ
ん
（
２
年
）
「
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査

時
の
不
安
解
消
は
で
き
る
か
」
、

③
10
月
の
地
域
産
業
研
究
実
習

（
事
業
所
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
）

特
別
発
表
会

で
三
刀
屋
地
区
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
に
出
か
け
、
人
生

ゲ
ー
ム
を
作
成
し
た
１
年
生
の
４

名
（
古
藤
丈
さ
ん
、
富
田
静
夏
さ

ん
、
川
本
栞
さ
ん
、
周
藤
楓
果
さ

ん
）
。

ま
た
、
地
域
産
業
研
究
実
習
を

母
校
の
木
次
小
学
校
で
行
っ
た
毛

利
優
希
さ
ん
は
、
研
究
の
成
果
を

同
小
学
校
の
教
職
員
を
前
に
発
表

（
12
／
26
）
し
た
様
子
に
つ
い
て

報
告
し
た
。

（
こ
の
日
の
発
表
風
景
は
、
三
高

Ｈ
Ｐ
２
月
13
日
付
新
着
情
報
で
ご

覧
く
だ
さ
い
。
）

写真は昨年の２年ポスターセッションのようす



会
と
人
間
」

で
の
「
地
域

産
業
研
究
」

の
成
果
を
、

『
森
を
遊
び

場
に
〜
竹
の

利
用
法
〜
』
と
題
し
て
発
表
。
昨
年
10

月
の
正
蔵
坊
（
三
刀
屋
町
中
野
の
寺
院
）

で
の
３
日
間
の
事
業
所
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
を
通
じ
て
、
「
竹
は
加
工
し
や
す
く

弾
力
も
あ
り
、
豊
富
に
あ
る
竹
で
た
く

さ
ん
の
遊
具
を
作
り
、
そ
こ
で
遊
ぶ
こ

と
が
で
き
る
」
と
実
感
し
た
。
木

の
上
で
の
竹
製
の
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス

作
り
に
も
挑
戦
し
（
写
真
右
）
、

「
遊
び
場
を
作
る
こ
と
に
よ
っ
て

イ
ベ
ン
ト
会
場
に
も
な
る
」
と
提

案
し
た
。

竹
は
根
を
広
げ
て
増
殖
率
が
高

く
、
各
地
で
竹
山
が
広
が
っ
て
邪

魔
者
扱
い
さ
れ
て
い
る
。
正
蔵
坊

で
は
そ
ん
な
竹
を
使
っ
た
遊
具
作

り
の
ほ
か
に
、
竹
紙
の
ラ
ン
プ
シ
ェ
ー

ド
等
も
作
っ
て
い
る
。
そ
ん
な
取

り
組
み
を
体
験
し
た
大
門
さ
ん
は
、

「
木
や
竹
だ
け
で
劇
場
や
民
宿
を

作
り
、
少
し
で
も
多
く
の
人
に
地

元
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
！
」
と

夢
を
膨
ら
ま
せ
て
い
る
。

※ 島根県東部の全市町
と接する雲南市。ここ

は現代出雲国の中心 ‼

地域とともにシ
リ
ー
ズ

第28回

錦
織
良
成
監
督
の
映
画
作
品
『
た

た
ら
侍
』の
全
国
一
般
公
開
（５
月
）

が
近
づ
い
て
き
た
。
作
品
の
背
景
に

は
、
雲
南
圏
域
の
豊
か
な
森
林
資
源

も
描
か
れ
る
。
そ
こ
は
斐
伊
川
水
系

の
清
流
の
水
源
で
あ
り
、
鉄
と
雇
用

を
生
ん
だ
宝
の
山
で
あ
り
、
た
た
ら

製
鉄
の
た
め
に
必
要
な
大
量
の
木

炭
を
供
給
し
た
森
林
だ
っ
た
。

大
正
時
代
に
た
た
ら
製
鉄
の
灯
が

消
え
、
安
価
な
外
国
産
材
木

の
流
入
に
よ
っ
て
日
本
の
林

業
は
長
く
低
迷
を
続
け
て
き

た
が
、
今
、
全
国
的
に
林
業

で
の
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
脚

光
を
浴
び
て
い
る
。
人
材
育

成
も
急
務
で
、
５
年
前
ま
で

は
全
国
に
５
校
し
か
な
か
っ

た
公
立
の
林
業
大
学
校
が
、

現
在
は
14
校
。
来
年
度
に
は

岩
手
、
兵
庫
、
和
歌
山
の
各

県
で
も
開
校
の
予
定

だ
（
大
田
市
の
島
根

県
立
農
林
大
学
校

に
は
、
以
前
か
ら
林

業
科
が
あ
り
ま
す
）。

雲
南
市
で
は
10
年
近
く
前
か
ら
バ

イ
オ
マ
ス
事
業
の
検
討
を
開
始
し
、

平
成
24
年
に
は
民
間
７
事
業
所
が

出
資
し
て
「合
同
会
社
グ
リ
ー
ン
パ
ワ
ー

う
ん
な
ん
」を
設
立
。
そ
れ
ぞ
れ
の
得

意
分
野
の
技
術
を
提
供
し
、
市
民

参
加
型
の
収
集
運
搬
シ
ス
テ
ム
も
取

り
入
れ
、
市
内
全
域
で
木
材
を
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
変
え
る
事
業
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
た
。

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
は
、
高
齢

化
や
人
口
減
を
背
景
に
荒
廃
が
す

す
む
里
山
の
環
境
保
全
に
も
つ
な
が

る
が
、
何
十
年
と
先
を
見
越
し
た
山

作
り
の
た
め
に
は
、
若
い
人
材
育
成

が
不
可
欠
だ
。
昨
年
10
月
の
１
年
生

の
地
域
産
業
研
究
実
習
（
事
業
所

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
）
で
は
、
２
名
が

「
グ
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
う
ん
な
ん
」
で
実

習
を
行
っ
た
が
、
産
官
学
が
連
携
し

て
、
今
後
も
体
験
の
場
を
継
続
的
に

提
供
す
る
こ
と
が
、
後
継
者
確
保
に

つ
な
が
る
こ
と
だ
ろ
う
。

斐
伊
川

物
語
最
終
回

今昔

見
直
さ
れ
る
森
林
資
源

錦
織
良
成
監
督
映
画
『
た
た
ら
侍
』
を
勝
手
に
応
援
す
る
シ
リ
ー
ズ

※ 正解は×です。合点のいかない方は、

雲南市立吉田中学校ＨＰの12月5日付

新着情報をぜひご覧ください。

Ｑ．雲南市の「市の木」は

「サクラ」である。◯か×か？

雲南の中高生も注目!森林資源 国
土
緑
化
運
動
・
育
樹
運
動
ポ
ス
タ
ー
原
画

地
域
課
題
の
解
決
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

大
学
生
の
『
雲
南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
キ
ャ
ン

パ
ス
（
Ｕ
Ｃ
Ｃ
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
０
１

６
成
果
発
表
』
が
12
月
10
日(

土)

、
市
内

外
か
ら
お
よ
そ
70
名
が
参
加
し
て
雲
南
市

役
所
で
開
催
さ
れ
た
（
「
市
報
う
ん
な
ん
」

２
月
号
参
照
）
。
大
学
生
の
１
年
間
の
取

り
組
み
を
発
表
す
る
場
で
、
夏
の
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
に
参
加
し
た
東
京
大
学
大
学

院
生
に
よ
る
『
特
別
ゲ
ス
ト
プ
レ
ゼ
ン
』

▼
Ｕ
Ｃ
Ｃ
と
は
…
雲
南
市
で
は
、
大
学
機

関
や
地
域
、
市
内
で
活
動
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と

連
携
し
、
大
学
生
の
学
び
の
フ
ィ
ー
ル
ド
と
な
る

「
雲
南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
キ
ャ
ン
パ
ス
（
Ｕ
Ｃ
Ｃ
）
」

を
昨
年
６
月
よ
り
開
校
し
、
全
国
の
学
生
57
人
が
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
合
宿
や
専
門
コ
ー
ス
に
参
加
し
、
地

域
の
課
題
解
決
の
活
動
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

農林水産大臣賞
伊藤隆博さん

（雲南市立吉田中学校3年）

右
の
作
品
は
、
２
０
１
７
年
用
標

記
ポ
ス
タ
ー
原
画
コ
ン
ク
ー
ル
で
中

学
の
部
最
優
秀
賞
を
獲
得
し
た
雲
南

市
立
吉
田
中
学
校
の
伊
藤
さ
ん
の
作

品
で
す
。
同
中
学
校
の
裏
手
に
は
学

校
林
が
あ
り
、
全
校
生
徒
に
よ
る
間

伐
体
験
学
習
を
行
い
、
森
林
が
環
境

に
与
え
る
影
響
や
間
伐
を
行
う
こ
と

の
意
義
も
学
ん
で
い
る
そ
う
で
す
。

の
ほ
か
、
地
元
の
高
校
生
を
代
表
し
て
本

校
の
大
門
誠
弥
さ
ん
（
１
年
、
写
真
左
）

も
プ
レ
ゼ
ン
を
行
っ
た
。

大
門
さ
ん
は
１
年
次
の
授
業
「
産
業
社

「
森
を
遊
び
場
に

〜
竹
の
利
用
法
〜
」

大
門
さ
ん
（
１
年
）
が
ゲ
ス
ト
発
表

大
学
生
の
「
Ｕ
Ｃ
Ｃ
」
発
表
会
で
絶
賛

雲
南
市
平
成
27
年
低
炭
素
塾
配
布
資
料
よ
り

（７）第114号 三 刀 屋 高 校 だ よ り 2017年（平成29年）3月2日(木)

演
劇
部
の
キ
ャ
ス
ト
の
一
人
と
し
て

同
部
の
県
大
会
最
優
秀
賞
、
中
国
大
会

出
場
に
も
貢
献
し
た
大
門
さ
ん
は
、
大

門
未
知
子
の
よ
う
に
「
私
、
失
敗
し
な

い
も
ん
」
と
は
言
わ
な
い
け
れ
ど
、
夢

中
に
な
る
世
界
で
自
信
を
持
っ
て
ア
ク

テ
ィ
ブ
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

「グリーンパワーうんなん」での事
業所インターンシップには１年生２
名が参加（昨年10月）。



雲
南
地
区
高
校
１
、

２
年
生
で
難
関
大
学
を

め
ざ
す
生
徒
の
進
路
意

識
を
早
期
に
喚
起
高
揚

さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
「
お
ろ
ち
模
試
」

と
名
付
け
た
英
数
国
３

教
科
の
合
同
模
試
（
各

１
０
０
分
）
を
本
校
大

講
義
室
で
実
施
し
た
。

５
年
以
上
前
か
ら
続
く

試
み
で
、
今
年
は
本
校

か
ら
は
１
、
２
年
生
81

名
が
参
加
し
た
。

ま
た
、
試
験
後
に
は

１
教
科
を
選
択
し
て
の

今年も「おろち模試」実施

静寂の中に熱気が伝わる模試会場

2017年（平成29年）3月2日(木) 三 刀 屋 高 校 だ よ り 第114号（８）

２月22日は「竹島の日」 い
わ
ゆ
る
「
竹
島
問
題
」
に
つ

い
て
は
地
歴
・
公
民
科
の
授
業
を

吹
奏
楽
部

②

第
40
回
全
日
本
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
島
根
県
大
会

３
年
生
引
退
後
の
初
め
て
の
大

き
な
大
会
は
、
少
人
数
で
の
演
奏

で
か
な
り
の
緊
張
感
だ
っ
た
よ
う

▽
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
三
重
奏

銀
賞

演
奏
曲
／
「
ウ
ェ
ン
ト
ス
」
（
石
毛
里
佳

作
曲
）

▽
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
四
重
奏

銀
賞

（
←
真
島
俊
夫

作
曲
）

演
奏
曲
／
「
レ
・
ジ
ャ
ル
ダ
ン
〜
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
四
重
奏
の
た
め
の
」

だ
が
無
事
に
終
了
。
出
場
し
た

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
三
重
奏
、
同
四

重
奏
と
も
に
銀
賞
を
獲
得
し
た
。

（
12
／
24
、
出
雲
市
民
会
館
）

①

図
書
館
ク
リ
ス
マ
ス
会

２
学
期
末
の
12
月
19
日
（
月
）

の
放
課
後
に
は
、
図
書
委
員
会
主

催
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
が
開
か
れ
、

ク
イ
ズ
を
交
え
て
ス
ク
リ
ー
ン

に
映
し
出
し
た
絵
本
の
読
み
語

り
や
、
吹
奏
楽
部
の
ミ
ニ
コ
ン

サ
ー
ト
を
楽
し
ん
だ
。

④ 磯部氏の<公開>楽器指導クリニック

③ 雲南バンドミーティング

１月1 5日

(日)には加茂

文化ホールラ

メールを会場

に、中高生の

合同演奏会

「雲南バンド

ミーティング」

が開かれた。4部構成の途中では、三刀屋高・三

刀屋中・掛合中の三校合同で３曲を披露したほか、

フィナーレでは参加中高生全員約140名の大編成

で「Brazil」（作曲／アリ・バローゾ）を演奏し

た。

フィナーレは中高生140名で合同演奏

3月20日(月)春分の日

◇開場 13:30 ◇開演 14:00

◇入場料 中学生以上

前売り 500円

当 日 600円

中
心
に
学
習
す
る
場
面
が
あ
り
ま

す
が
、
２
月
22
日
の
「
竹
島
の
日
」

ご来場を
お待ちしております

を
前
に
、
全
ク
ラ
ス
が
Ｈ
Ｒ
で

「
竹
島
問
題
」
の
解
決
に
向
け
た

学
習
を
し
ま
し
た
（
３
年
生
は
出

1月28日、日本を代表するクラリネット奏者の

磯部周平氏（東邦音楽大特任教授）による楽器指

導クリニックが加茂町のラメールであり、本校を

含む雲南地区の中高吹奏楽部員が、演奏技術

の上達に向け実践的な練習方法を学んだ。

校
日
に
実
施
）
。

上
は
、
そ
の
際
に
使
用

し
た
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
で
す
。

雲
南
４
校
か
ら
過
去
最
多
の
174
名
が
参
加

「
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
講
座
」
も
開

か
れ
、
他
校
の
先
生
か
ら
の
特
別

授
業
を
受
け
る
姿
も
多
く
見
ら
れ

た
。

←つながる雲南！→

「
自
然
災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
」

防
災
教
育

昨
年
に
続
い
て
、
３
学
期
の
防
災

教
育
講
演
会
に
は
松
江
気
象
台
か
ら

講
師
を
お
招
き
し
、
１
年
生
は
「
大

雨
」
か
ら
、
２
年
生
は
「
地
震
」
か

ら
身
を
守
る
た
め
に
注
意
す
べ
き
点

を
お
話
し
い
た
だ
い
た
。

避
け
ら
れ
な
い
自
然
災
害
が
多
発

す
る
日
本
だ
が
、
そ
の
災
害
が
環
境

と
直
結
し
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
、

「
減
災
」
の
た
め
に
日
頃
か
ら
意
識

し
て
お
き
た
い
心
構
え
を
確
認
す
る

時
間
と
な
っ
た
。

2/14、ＬＨＲで

秋の雲南各地での校外イベント出演が

続いた後、冬場の吹奏楽部はパート練習

を中心に、演奏技術の向上目指して切磋

琢磨している。
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受
験
の
お
守
り
に
「
す
べ
ら
な
い
砂
」

今
季
も
木
次
鉄
道
部
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト

ＪＲ西日本米子支社

上
は
、
学
問
の
神
様
と
し
て

知
ら
れ
る
菅
原
道
真
を
祀
る
三

刀
屋
天
満
宮
の
祈
祷
を
受
け
た

「
す
べ
ら
な
い
砂
」
が
入
っ
た

お
守
り
。
昨
年
度
に
続
い
て
Ｊ

Ｒ
西
日
本
木
次
鉄
道
部
か
ら
本

校
の
受
験
生
に
お
く
ら
れ
た
。

今
年
は
、
奥
出
雲
町
の
雲
州
そ

ろ
ば
ん
の
玉
も
同
封
さ
れ
た
。

玉
を
は
じ
く
音
の
よ
う
に
「
合

格
パ
チ
パ
チ
」
と
柏
手
を
打
っ

て
、
受
験
を
残
し
て
い
る
皆
さ

ん
も
、
試
験
当
日
は
緊
張
す
る

こ
と
な
く
平
常
心
で
の
ぞ
ん
で

も
ら
い
た
い
。

冬
休
み
に
入
っ
た
師
走
の
26
日
、

雲
南
市
立
西
小
学
校(

大
東
町
仁
和
寺)

の
児
童
学
習
会
に
、
本
校
生
が
学
習

支
援
役
で
参
加
し
た
。

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
イ
ン
・
ウ
イ
ン

タ
ー
」
と
名
付
け
ら
れ
た
同
小
年
末

恒
例
の
学
習
会
が
春
殖
交
流
セ
ン
タ
ー

と
幡
屋
交
流
セ
ン
タ
ー
の
２
会
場
に

分
か
れ
て
行
わ
れ
、
こ
の
う
ち
幡
屋

会
場
に
は
本
校
生
徒
７
名
が
参
加
し
、

約
30
名
の
児
童
を
相
手
に
冬
休
み
課

題
の
添
削
の
ほ
か
、
質
問
に
答
え
た

り
ヒ
ン
ト
を
出
し
た
り
と
、
良
き
お

姉
さ
ん
・
お
兄
さ
ん
ぶ
り(

良
き
先
生

役)

を
発
揮
し
て
い
た
。

自
分
自
身
の
優
し
さ
に
気
づ
き
、

子
ど
も
を
か
わ
い
が
る
自
分
を
再
発

見
で
き
る
こ
の
よ
う
な
機
会
に
、
今

後
も
本
校
生
の
積
極
的
な
参
加
を
期

待
し
た
い
。

雲南市立西小学校の

学習会に三高生７名が参加

チ
ャ
レ
ン
ジ
・
イ
ン
・
ウ
イ
ン
タ
ー

年末に積み残した話題を拾いました

10
回
目
を
迎

え
た
社
会
福
祉

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

雲
南
市
民
歳
末

余
芸
大
会
が
12

月
４
日
、
三
刀
屋
文
化
体
育
館

ア
ス
パ
ル
で
開
催
さ
れ
、
団
体
・

個
人
の
14
組
が
出
演
し
、
１
，

３
０
０
人
の
観
客
を
楽
し
ま
せ

た
。
こ
の
う
ち
、
お
馴
染
み
の

市
内
よ
さ
こ
い
チ
ー
ム
「
輪
音

天
咲
（
り
ん
ね
て
ん
し
ょ
う
）
」

に
は
三
高
生
５
名
が
加
わ
っ
た

ほ
か
、
ダ
ン
ス
同
好
会
の
メ
ン

バ
ー
５
名
が
ス
テ
ー
ジ
発
表
し
、

ア
ス
パ
ル
の
「
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ

ダ
ン
ス
教
室
」
で
活
動
す
る
児

童
９
名
と
コ
ラ
ボ
し
て
会
場
を

盛
り
上
げ
た
（
写
真
）
。

第
10
回
雲
南
市
民
歳
末
余
芸
大
会

三
高
ダ
ン
ス
同
好
会
が

児
童
ダ
ン
ス
チ
ー
ム
と
共
演

12/26

児
童
と
の
コ
ラ
ボ
ス
テ
ー
ジ
（
コ
ラ
ー
ジ
ュ
）

美

術

第
49
回
島
根
県
高
校
美
術
展

（
12
月
９
日
〜
12
日
、
島
根
県
立
石
見
美
術
館
）

↓本校美術部の出品全作品。三高ＨＰ12月22日付新着情報の画像をクリックすると、
もう少し大きく見ることができます。

標
記
コ
ン
テ
ス
ト
に
、
Ｅ

Ｓ
Ｓ
部
の
白
名
真
子
さ
ん
（
２
年
）

が
出
場
し
、
全
国
大
会
出
場
権
獲

得
は
な
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、
ハ

イ
レ
ベ
ル
な
舞
台
で
堂
々
の
発
表

を
行
っ
た
。

第
10
回
中
国
地
区
高
等
学
校
英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

コ
ン
テ
ス
ト
に
は
中
国
５
県
代

表
計
10
名
が
参
加
し
、
白
名
さ
ん

は
９
月
の
島
根
県
予
選
を
２
位
通

過
し
て
出
場
を
果
た
し
た
。

（
当
日
の
ス
ピ
ー
チ
原
稿
は
、
９

月
発
行
の
本
紙
１
１
１
号
参
照
）

白
名
さ
ん
（
２
年
）
中
国
大
会
で
堂
々
の
発
表

（
11
月
26
日
、
広
島
市
安
芸
区
民
文
化
セ
ン
タ
ー
）

11/26

12/4

生徒を代表して前生徒会
長の小林さんが木次鉄道部
長様より受領(12/19)。

スペシャルユニット「Next generations」

ＥＳＳ



日 曜 学校行事等 部活等

１ 水 卒業式準備、壮行式、同窓会入会式

２ 木 卒業式

３ 金

４ 土 土曜補習最終回

５ 日

６ 月

７ 火 高校入試

８ 水 特別休業日 公立大中期日程試験

９ 木 1・2年スタディサポート

１０ 金 1年教室ワックスがけ

１１ 土 陸上

１２ 日 国公立大後期日程試験

１３ 月 1・2年医療・福祉系ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ(希望者、放課後)

１４ 火
2年課題研究発表会 高校入試合格発表
第2回PTA進路指導委員会(年間行事予定の15日から変更)

１５ 水 男子ソフトボール

１６ 木 2年進研M模試 6限授業

１７ 金 2年進研M模試 S.C 女子ソフトボール

１８ 土

１９ 日

２０ 月 春分の日

２１ 火 教科書販売

２２ 水

２３ 木

２４ 金
合格体験を語る会
キャリア教育に関する意識
調査、終業式 閉寮

２５ 土

２６ 日

２７ 月 入学前説明会

２８ 火

２９ 水

３０ 木

３１ 金

2017年（平成29年）3月2日(木) 三 刀 屋 高 校 だ よ り 第114号（１０）

１
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

く
ち
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
選
手
権

生
徒
保
健
委
員
会
研
修
会

口
の
筋
肉
を
鍛
え
て
競
う
笑
え

る
予
防
医
療
系
の
新
感
覚
ス
ポ
ー

ツ
イ
ベ
ン
ト
「
く
ち
ビ
ル
デ
ィ
ン

グ
選
手
権
」
が
全
国
四
か
所
で
ス

タ
ー
ト
。
雲
南
市
で
は
お
馴
染
み

の
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
コ
ミ

ケ
ア
が
中
心
と
な
っ
て
、
11
月
の

陰日向でアクティブに活動する三高生

ガ
ン
バ
レ
！

で
も
十
分
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
、
応
援
し
て
や
っ
て
下
さ
い
！

「チャレンジを実現する雲南」の普通の高校生が快挙!

全国高校生 MY PROJECT AWARD
１年 小村 優希さん
２年 小田 千尋さん
関西地区予選(2/12)を突破して
全国サミット出場権獲得!!!

「MY PROJECT AWARD」で

は、地域やコミュニティ

など身の回りの課題に対

して自ら考え行動した高

校生が、自分のプロジェ

クトを発表する。2月12日

の大阪府での関西大会に

は53組がエントリーし、

小村優希さん（１年）と小田千尋さん（２年）の二人

は、三刀屋地区まちづくり協議会等の協力で企画実現

した地域の世代間交流をすすめる取り組みを発表（写

真）して上位7組に入り、3月24日～26日の東京での全

国大会への出場が決まった。おめでとう!

卒
業
式
を
前
に
、
１
年
生
全

ク
ラ
ス
が
Ｌ
Ｈ
Ｒ
の
時
間
を
利

用
し
て
、
昇
降
口
や
三
刀
屋
バ

ス
セ
ン
タ
ー
周
辺
の
清
掃
活
動

を
行
い
ま
し
た
。

２
月
９
日
の
放
課
後
、
「
ス
ト

レ
ス
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
」
と
題
し
て
生
徒
研
修

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
ス
ク
ー
ル

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
荒
川
ゆ
か
り
先

生
か
ら
具
体
的
な
リ
ラ
ッ
ク
ス
法

を
紹
介
し
て
頂
き
、
生
徒
は
ス
ト

レ
ス
と
の
上
手
な
付
き
合
い
方
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
す
。

〈
生
徒
の
感
想
〉

音
楽
を
聴
い
た
り
し
て
ス
ト
レ

ス
発
散
を
し
て
い
る
つ
も
り
だ
っ

た
け
れ
ど
、
勉
強
す
る
時
に
眠
た

く
な
っ
た
り
し
て
い
た
の
で
、
今

日
習
っ
た
リ
ラ
ッ
ク
ス
法
を
活
か

し
て
部
活
動
や
勉
強
に
集
中
し
て

取
り
組
め
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。

「
ス
ト
レ
ス
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
」

生徒会あいさつ運動
初
回
に
は
本
校
生
９
名
が
参
加
。

２
回
目
の
12
月
３
日
に
も
４
名
が

参
加
し
、
５
つ
の
チ
ー
ム
に
分
か

れ
て
競
技
を
行
い
合
計
得
点
を
競

い
ま
し
た
。
会
場
は
抱
腹
絶
倒
、

世
代
間
を
超
え
て
笑
顔
に
あ
ふ
れ

ま
し
た
。

（
２
／
９
、
会
議
室
）

（
三
刀
屋
総
合
セ
ン
タ
ー
）

執行部役員が交代で立ちました

競技の方法等、詳しくは三高ＨＰの12月
12日付新着情報からご覧ください。

※三刀屋世代間交流施設「ほほ笑み」での実際の活動の様子を、
三高ホームページ2月15日付新着情報でぜひご覧ください。

次
号
で
詳
報



保
護
者
の
皆
様
か
ら
の
学
校
評
価
で
、

「
学
校
だ
よ
り
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

を
と
お
し
て
、
学
校
の
様
子
が
よ

く
わ
か
り
ま
す
か
」
と
い
う
質
問

項
目
に
対
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
に

な
い
厳
し
い
評
価
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
３
学
年
共
通
の
全
質
問
項

目
の
中
で
、
下
か
ら
６
番
目
の
低

い
平
均
評
価
値
〔
３
．
０
８
〕

を
重
く
受
け
止
め
て
お
り
ま

す
。
Ｈ
Ｐ
の
更
新
が
格
段
に

進
み
な
が
ら
も
今
回
の
低
評

価
は
、
本
紙
に
求
め
ら
れ
る

情
報
と
、
本
紙
が
提
供
す
る

情
報
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
大
き

い
こ
と
を
示
す
も
の
と
思
い

ま
す
。
情
報
量
は
他
校
と
比

べ
て
も
決
し
て
少
な
く
な
い

と
自
負
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

生
徒
の
活
動
紹
介
と
は
関
係

の
な
い
シ
リ
ー
ズ
も
あ
り
、

独
り
よ
が
り
の
紙
面
構
成
で

し
た
。
今
後
は
必
要
な
情
報

を
精
選
す
る
こ
と
が
必
要
か

と
も
考
え
ま
す
。
他
校
の
例

も
参
考
に
し
な
が
ら
「
チ
ェ

ン
ジ
」
し
ま
す
。
（
Ｋ
）

10
年
前
の
木
次
の
「
が
っ
し
ょ

祭
り
」
を
Ｐ
Ｒ
す
る
雲
南
市
商

工
会
青
年
部
の
ブ
ロ
グ
に
目
が

と
ま
っ
た
。
神
っ
て
る
編
集
長

は
見
逃
さ
な
か
っ
た
。
こ
れ
だ
！

「G
O
f
o
r
i
t
!

」
の
思
い
を
代

弁
す
る
か
の
よ
う
な
そ
の
ブ
ロ

グ
の
一
部
を
抜
粋
し
て
上
の
枠

内
に
紹
介
す
る
。

◇
◇
◇
◇
◇
◇

新
入
生
や
新
任
教
員
か
ら
は
、

体
育
館
の
ス
テ
ー
ジ
上
に
掲
げ

ら
れ
る
幕
の
「G

O
f
o
r
i
t
!

と

は
何
と
い
う
意
味
で
す
か
？
」

と
質
問
さ
れ
る
。
一
言
で
表
現

す
れ
ば
、
上
の
ブ
ロ
グ
に
も
あ

る
よ
う
に
「
ぎ
ば
め
！
」
「
ガ

ン
バ
レ
！
」
と
い
う
意
味
だ
。

Ｏ
Ｂ
の
恩
田
佳
雄
校
長
が
本

校
に
着
任
し
た
の
が
３
年
前
の

春
。
校
長
と
し
て
初
め
て
入
学

生
を
迎
え
た
の
が
、
本
日
卒
業

す
る
総
合
学
科
11
期
生
だ
っ
た
。

以
来
、
「GO

f
or

it
!

」
と
校
長
の

生
歌
の
応
援
歌
が

三
高
生
を
鼓
舞
す

る
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ

た
。恩

田
校
長
は
三

高
在
学
中
の
昭
和

49
年
に
創
立
50
周
年
記
念
式
典

に
生
徒
と
し
て
立
会
い
、
そ
の

40
年
後
の
平
成
26
年
10
月
の
創

立
90
周
年
記
念
式
典
は
校
長
と

し
て
迎
え
た
。
母
校
に
校
長
と

し
て
赴
任
す
る
こ
と
は
名
誉
で

あ
る
と
同
時
に
、
周
囲
か
ら
は

見
え
に
く
い
重
圧
も
大
き
か
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ

る
。
前
任
の
岩
井
元
康
校
長
時

代
の
平
成
25
年
２
月
に
、
本
校

は
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
優
良
学
校
」

文
部
科
学
大
臣
表
彰
の
栄
に
輝

き
、
母
校
の
よ
り
一
層
の
発
展

を
期
待
さ
れ
る
が
故
、
学
校
経

営
の
中
心
た
る
自
身
を
も
鼓
舞

す
る
た
め
の
「G

O
f
o
r
i
t
!

」

で
あ
り
応
援
歌
だ
っ
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

三高92年物語
さ ん こ う

第31回 「GO for it!」
〈最終回〉

http://三高情報.怒涛のドット.満載「蒼雲」

日
本
学
生
支
援
機
構

奨
学
金
受
給
予
定
の
皆
さ
ん
（
予
約
奨
学
生
）
へ

本日卒業の皆さんと
保護者の皆様へ

▽
主
な
配
布
物

・
生
徒
会
誌
「
雲
南
」

・
「
図
書
館
報
」

・
「
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
報
」

・
「
卒
業
ア
ル
バ
ム
」
（
３
年
生
の
み
）

・
「
教
育
し
ま
ね
」

（
島
根
県
教
委
）

・
「Y

el
l
2
01
7

」
（
山
陰
中
央
新
報
社
、

２
・
３
年
生
配
布
）

※
進
路
だ
よ
り
、
保
健
だ
よ
り
、
図
書
館
だ

よ
り
等
各
種
広
報
紙
も
あ
り
ま
す
。
保
護
者

の
皆
様
は
お
子
様
を
通
じ
て
お
受
け
取
り
い

た
だ
き
ご
覧
く
だ
さ
い
。
一
部
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
し
ま
す
。

上
級
学
校
進
学
後
に
日
本
学
生

支
援
機
構
の
奨
学
金
を
受
給
す
る

予
定
の
皆
さ
ん
（
予
約
奨
学
生
）

は
、
入
学
後
の
４
月
に
「
進
学
届
」

・
・
・

を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
提
出
す
る

こ
と
を
忘
れ
な
い
で
下
さ
い
。
詳

細
は
２
学
期
に
配
布
し
た
「
大
学

等
奨
学
生
採
用
候
補
者
の
皆
さ
ん

へ
」
で
確
認
し
て
下
さ
い
（
自
己

責
任
で
す
）
。

な
お
、
結
果
的
に
進
学
し
な
い

場
合
に
は
、
特
別
な
手
続
き
は
あ

り
ま
せ
ん
。
自
動
的
に
予
約
が
取

り
消
さ
れ
ま
す
。

年
度
末
（
卒
業
時
）
配
布
物

三
刀
屋
高
等
学
校
が
夏
の
高
校
野
球
県
大
会
に
優
勝
し
、
甲
子
園
に
出

場
し
た
こ
と
が
あ
る
。
３
塁
側
観
客
席
を
埋
め
尽
く
し
た
同
校
関
係
者
、

在
阪
、
在
京
、
在
神
の
高
校
Ｏ
Ｂ
た
ち
、
彼
ら
は
一
大
応
援
団
を
組
織
し
、

対
戦
相
手
の
京
都
の
高
校
（
北
海
道
旭
川
龍
谷
高
校
の
誤
り
）
と
の
善
戦

を
期
待
し
大
声
援
を
送
っ
た
。
そ
の
ア
ル
プ
ス
ス
タ
ン
ド
の
最
上
段
に
掲

げ
ら
れ
て
い
た
の
が
「
が
っ
し
ょ
で
、
ぎ
ば
め
」
と
い
う
横
断
幕
（
写
真
）
。

「
ぎ
ば
め
」
は
な
ん
と
な
く
の
お
察
し
が
可
能
だ
が
「
頑
張
る
」
と
い
う

意
味
。
「
三
刀
屋
高
校
球
児
よ
、
一
生
懸
命
、
頑
張
っ
て
！
」

問.下の写真の「ガッショで」に続く言葉は何？

（１１）第114号 三 刀 屋 高 校 だ よ り 2017年（平成29年）3月2日(木)

お
詫
び
と
報
告

Ｈ
Ｐ
ア
ク
セ
ス
数
記
録
更
新

１
月
は
３
万
６
千
回

本
紙
前
号
の
発
行
が
12
月
３
日
、
１
月

下
旬
に
は
次
号
発
行
を
予
定
し
て
お
り
ま

し
た
が
、
諸
般
の
事
情
で
断
念
し
ま
し
た
。

今
号
は
11
月
末
か
ら
の
３
箇
月
分
の
出
来

事
を
掲
載
し
た
た
め
、
一
つ
ひ
と
つ
の
記

事
が
簡
略
す
ぎ

た
感
も
あ
り
ま

す
が
、
ご
容
赦

願
い
ま
す
。

学
校
だ
よ
り

の
発
行
が
滞
っ

た
こ
と
も
あ
っ

て
か
、
三
高
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
ア
ク
セ

ス
は
過
去
最
高
を
記
録
し
ま
し
た
。
10
月

に
初
め
て
３
万
回
を
超
え
ま
し
た
が
、
１

月
に
は
こ
れ
を
更
新
し
て
３
万
６
千
回
を

記
録
し
ま
し
た
。
昨
年
度
に
比
し
て
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
〈
新
着
情
報
〉
の
更
新
頻
度
も

高
め
て
お
り
ま
す
。
次
年
度
以
降
も
速
報

性
の
高
い
Ｈ
Ｐ
の
更
新
を
一
層
充
実
さ
せ

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
分
、

学
校
だ
よ
り
「
蒼
雲
」
は
予
算
の
都
合
も

あ
っ
て
若
干
ペ
ー
ジ
数
を
縮
減
し
、
紙
面

も
コ
ン
パ
ク
ト
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

今
回
の
原
稿
を
書
き
終
え
た
後
の

先
月
14
日
、
昭
和
53
年
夏
の
甲
子
園

に
エ
ー
ス
と
し
て
出
場
し
た
吉
川
学

さ
ん
（
大
阪
府
在
住
）
が
た
ま
た
ま

来
校
。
サ
ヨ
ナ
ラ
・
ス
ク
イ
ズ
で
県

大
会
優
勝
を
決
め
た
ウ
イ
ニ
ン
グ
ボ
ー

ル
が
「
蒼

雲
館
」
に

展
示
し
て

あ
る
こ
と

を
初
め
て

知
り
、
感

激
さ
れ
た

様
子
で
し

た
。

昭和53年夏の甲子園大会での三刀屋応援団

編
集

後
記

紙
面
刷
新
の
た
め
、
シ
リ
ー
ズ

「
三
高
92
年
物
語
」
と
隔
月
の

「
斐
伊
川
今
昔
物
語
」
「
木
次
線

今
昔
物
語
」
は
終
了
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
ご
愛
読
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。



い
つ
で
も
帰
っ
て
来
い
来
い

き
み
の
故
郷
へ

い
つ
か
は
帰
っ
て
来
い
来
い

き
み
の
故
郷
へ

「
高
校
生
活
を
振
り
返
っ
て
」

卒
業
生
代
表

景
山

美
鈴

折
り
重
な
っ
て
こ
そ
の
美
し
さ
を
み
せ
る
山
な
み
は

人
々
の
力
が
重
な
り
合
っ
て
つ
な
が
る

ふ
る
さ
と
雲
南
の
原
風
景
で
す

覚えていますか、この言葉。平成26年12月10日、入学以来

半年間の「地域産業研究」の成果を発表した学年発表会で、

講評に合わせて石橋学年主任が当時の1年生に贈った言葉です。

忘れないでください。

今年もこの季節に、鎮魂の日３.１１を迎える。いつになったら帰ることができるのか分らない人たちがいる。

帰る場所を失くした人たちがいる。 … 私たちには、いつでも帰ることのできる仲間のいる故郷がある。

みんなの故郷が いつまでも そうあって欲しいと願う。

↑雲南市三刀屋町給下の峯
寺遊山荘より朝日を浴びる
三刀屋高校を遠望

グローカル（グローバル＆ローカル）世界に挑む三高生！

卒業後は … 大志を抱いて全国へ、そして世界へ羽ばたくも良し！

けれど … 青春時代を育んだ雲南への熱い思いを忘れないで!!

皆さんが想像する以上に、

地域は皆さんに期待しています

そして、地元に残って社会人生活をスタートさせる皆さん

一緒に頑張りましょう。Go for it in SHIMANE！

道を拓く三高総合学科の深イイ言葉

2017年（平成29年）3月2日(木) 三 刀 屋 高 校 だ よ り 第114号（１２）

私
に
と
っ
て
三
刀
屋
高
校
で

過
ご
し
た
３
年
間
は
と
て
も
濃

い
時
間
で
し
た
。
そ
し
て
、
入

学
前
に
描
い
て
い
た
高
校
生
活

と
は
違
い
、
あ
る
意
味
全
く
予

想
外
な
３
年
間
で
し
た
。

入
学
前
の
私
は
、
高
校
生
活

に
対
し
て
期
待
や
不
安
、
憧
れ

と
い
う
気
持
ち
は
あ
り
ま
し
た

が
、
ど
こ
か
で
、
た
だ
平
凡
に

過
ぎ
て
い
く
だ
け
な
の
だ
ろ
う

な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
３
年
間
で
様
々
な
経
験
を

し
、
沢
山
の
こ
と
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

入
学
後
し
ば
ら
く
は
慣
れ

な
い
こ
と
が
多
く
、
ま
わ
り

の
環
境
に
た
だ
つ
い
て
い
く

こ
と
に
必
死
で
し
た
。
勉
強

も
部
活
も
う
ま
く
い
か
ず
、

い
つ
も
空
回
っ
て
い
ま
し
た
。

２
年
生
に
な
り
、
こ
の
１

年
は
自
分
の
中
で
大
き
な
変

化
の
あ
っ
た
１
年
で
し
た
。

様
々
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

が
、
そ
の
中
で
も
大
き
な
割

合
を
占
め
た
も
の
は
、
生
徒
会

長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

こ
と
で
す
。
正
直
、
は
じ
め
の

頃
は
自
分
に
自
信
が
な
く
、
本

当
に
私
で
良
か
っ
た
の
か
と
思

う
こ
と
が
何
度
も
あ
り
ま
し
た
。

も
と
も
と
私
は
優
柔
不
断
な
性

格
だ
っ
た
の
で
、
自
分
の
発
言

に
い
つ
も
「
た
ぶ
ん
」
と
い
う

言
葉
が
つ
い
て
い
ま
し
た
。
そ

の
せ
い
で
、
お
そ
ら
く
生
徒
会

の
皆
に
は
と
て
も
迷
惑
を
か
け

た
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
生

徒
会
執
行
部
の
皆
は
作
業
が
遅

い
時
間
に
な
っ
た
り
、
急
に
お

願
い
事
を
し
て
も
、
一
緒
に
一

生
懸
命
頑
張
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

本
当
に
「
あ
り
が
と
う
」
と
感

謝
を
伝
え
た
い
で
す
。

生
徒
会
長
に
な
っ
た
頃
は
、

所
属
す
る
演
劇
部
の
大
会
の
時

期
で
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
年

の
夏
に
３
年
生
が
引
退
し
て
自

分
た
ち
の
代
と
な
り
、
ま
も
な

く
大
会
を
迎
え
る
大
変
な
時
期

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
私
は
生
徒

会
の
活
動
で
練
習
に
遅
れ
る
こ

と
が
多
く
な
り
、
迷
惑
を
か
け

て
ば
か
り
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
遅
れ
た
部
分
を
丁
寧

に
教
え
て
く
れ
た
り
、
フ
ォ
ロ
ー

し
て
く
れ
た
り
と
、
部
活
の
皆

に
対
し
て
も
感
謝
の
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。
私
は
こ
の
一

年
間
で
こ
れ
ま
で
に
な
く
、
人

の
思
い
や
り
を
と
て
も
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
色
々
な

人
と
接
す
る
こ
と
で
、
自
分
の

中
で
も
少
し
自
信
が
つ
き
、
成

長
で
き
た
年
だ
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

高
校
生
活
最
後
の
年
で
あ

る
３
年
生
に
な
る
と
、
将
来

に
向
け
て
様
々
な
こ
と
が
現

実
化
し
て
い
き
ま
し
た
。
ま

た
、
色
々
な
場
面
で
言
葉
の

は
じ
め
に
「
最
後
の
」
が
つ

き
、
徐
々
に
卒
業
が
近
づ
い

て
い
る
と
実
感
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

高
校
３
年
間
で
学
ん
だ
こ

と
は
、
人
に
思
い
を
伝
え
る

こ
と
の
難
し
さ
だ
っ
た
り
、

自
分
か
ら
挑
戦
す
る
こ
と
の

大
切
さ
だ
っ
た
り
と
、
本
当

に
沢
山
あ
り
ま
す
。
こ
ん
な

に
沢
山
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
た
の
は
、
今
ま
で
色
々

な
人
に
支
え
て
い
た
だ
い
た

か
ら
だ
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
未
熟
な
私
達
で
す

が
、
今
ま
で
色
々
な
人
に
支

え
て
い
た
だ
い
た
よ
う
に
、

い
つ
か
私
達
が
誰
か
を
支
え

る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。

い
よ
い
よ
旅
立
ち
の
時
を
迎
え
ま
し
た

演
劇
部
３
年
生
に
と
っ
て
は

引
退
公
演
と
も
な
る
７
月
の
自

主
公
演
で
は
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
で

下
級
生
が
先
輩
の
労
を
ね
ぎ
ら

い
花
束
を
贈
呈
。
感
動
的
な
、

思
い
出
に
残
る
場
面
で
し
た
。


